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いちご品評会　受賞者決定
果実の部・県知事賞は須藤氏（秦野市）

た。いずれも今後の活動に示唆を与えるものであり甲
乙つけがたい。発表者にはぜひ自信をもって取り組み
を広めていって欲しい」と講評した。

ど、品種特性を
考慮した上で審
査した結果、「章
姫（３Ｌ）」を出
品した秦野市の
須藤操氏が最高
賞である神奈川県知事賞に輝いた。
　同品評会には県内１１支部より１１品種・１３８点が出
品された。中には新しく県育成品種に追加された「か
なこまち」の出品もあった。
　１2月に実施した「立毛の部」審査では、清田正氏
（厚木市）が農林水産大臣賞を受賞した。

　農産総合課は、県内のＴＡＣ・担い手訪問活動の優良
事例や課題を共有し、相互研鑽を図ろうと２月８日、
「ＪＡグループ神奈川ＴＡＣ・担い手担当者パワーアップ
大会」を開催した。
　新型コロナウイルス感染防止対策のため、当日は発
表者・審査員のみが会場に集まり大会を実施。その様
子をより多くの職員が見られるようオンライン配信を
活用した。
　発表には県内ＪＡより選ばれたＴＡＣ・担い手担当者８
人が登壇した。それぞれ訪問活動による成果を力強く
アピールした。
　「担い手への提案内容」や「地域貢献への効果」など
を厳正に審査した結果、ＪＡ湘南・小山夕深氏、ＪＡかな
がわ西湘・神野貴史氏、ＪＡさがみ・山田秀之氏の３人
が最高賞であるＴＡＣ表彰に輝いた。
　審査を務めた神奈川県中央会・由良竜一営農企画部
長は、「県内ＴＡＣ活動の盛り上がりを感じる発表だっ

　神奈川県いちご組合連合会（事務局：農産総合課）
は、１月１３日、「神奈川県いちご品評会（果実の部）」
を神奈川県農業技術センターで開催した。
　県内大きさや色つや、姿かたちの揃い方、詰め方な

JAグループ神奈川ＴAＣ・担い手担当者パワーアップ大会
優良事例発表３人を表彰

に踏み切った。
　来場は事前予約
制とし、試食禁止
の対策を取ったう
えで、出展者はサ
ンプルを渡して商品の魅力をPR。飲食店やホテル、食
品加工業者など22組３８名が来場し商談を行った。
　出展者として参加した中央ベジフルセンターは「出
展者にとっては既存商材の販路開拓だけでなく、実需
者ニーズを直接ヒアリングすることで、需要ある品目
づくりに取り組むことも大切になる。本日の商談会を
きっかけに、短期と長期、双方の視点で産地活性化を
図りたい。」と意気込んだ。

　営農サポートセンターと県が共催する「かながわ農
林水産品マッチング商談会」が2月１4日、ＪＡグループ
神奈川ビルで行われた。ＪＡや生産者、ＪＡ全農かながわ
など１9団体が出展し、湘南ゴールドや、やまゆり牛な
ど神奈川ならではの特産品40品目を、宿泊業者や飲食
業者らにアピールした。
　今回で5回目を迎えた同商談会は、県内の農業生産
者や加工事業者と、県内実需者を結ぶことで、地産地
消の推進や農家の所得向上を目的に行われている。
　昨年は新型コロナウイルスの影響により、全面WEB
開催となったが、今年は意思や想いが伝わりやすい“実
開催“にこだわり、初めての試みとしてWEB商談と
WEB展示も並行して行う「ハイブリット型」での開催

かながわ農林水産品マッチング商談会
生産者と実需者を結び、地産地消促進へ

出品されたいちごはまさに生産者の努力の「結実」

発表要旨

ＪＡ湘南・小山夕深氏 ＪＡかながわ西湘・神野貴史氏 ＪＡさがみ・山田秀之氏

過熟いちごをピューレ加工
～つながるＴＡＣ～

守れ！地域農業！！
～農業継続の取り組み～ 水稲はるみの高品質栽培に向けて

　いちご生産者との対話で春先に多く出る
過熟果を廃棄していると情報があった。食品
ロス削減、生産者の手取り向上のため、他県
内ＪＡでの類似事例をもとに全農、直売所な
どの関係機関と買取の検討を進めた。
　生産者にメリットがある取り組みとして
は加工ロット３00㎏以上という条件を満た
す必要があり、出荷上の課題が浮上。それぞ
れの解決策を提示したところ多くの生産者
からの高い関心につながり実現につながっ
た。
　令和３年産の過熟果出荷量は約２ｔと想
定を大幅に上回った。あさつゆ広場のジェ
ラートやありあけハーバーの原材料として
利用された。

　当ＪＡ管内では組合員の高齢化や担い手不
足の中で荒廃農地が増えている。ＴＡＣ訪問
時に聞き取った意見をもとに取り組んだ。
　その対策として管内の５支店に水稲受託
作業組織を設置し、依頼に応じて作業請負を
案内することとした。作業依頼は年々増加傾
向にあり、職員と以前からの作業員では運用
が難しくなってきているため、令和３年度に
「農業支援隊」を発足。農作業に余力のある
人や農業に興味がある人を募り、水稲の作業
だけでなく柑橘の剪定や防除、茶の整枝や防
除を新たに設けた。現在利用者を募集してい
る最中であり、特に新規就農者には技術向上
や農閑期の収入につながるため、加入案内を
勧めている。

　座間地区は水稲栽培が盛んな地域である
が、平成27年度に県奨励品種となった「は
るみ」については品種の転換が一挙には進ま
ず、また、近年の環境変化による品質低下や
収量減少を背景とする栽培意欲の低下によ
り、最適な管理方法の確立が必要となってい
た。
　生産者への聞き取り調査の結果、肥培管理
の収量への影響が大きいことが判明。倒伏軽
減で注目されている「けい酸質資材」を使用
して施肥設計試験を行ったところ、収量・品
質の改善が見られた。座間センター独自の情
報媒体「座間センター通信」とＴＡＣ活動にて
周知を行い、一定の普及を図ることができ
た。

立毛の部・特別賞 氏名 支部名 品種

農林水産大臣賞 清田　正 厚木 紅ほっぺ

神奈川県知事賞 澤地　正典 海老名 とちおとめ

農林水産省生産局長賞 須藤　操 秦野 章姫

果実の部・特別賞 氏名 支部名 品種

神奈川県知事賞 須藤　操 秦野 章姫

農林水産省生産局長賞 橋本　順一 海老名 かなこまち

「野菜生活100 濃厚果実 湘南ゴールドミックス」限定発売
今月のPickup！

・�“地産全消”をコンセプトとしているカゴメ『野菜生活１00』の季節限定シリー
ズから、「野菜生活１00�濃厚果実�湘南ゴールドミックス」が期間限定で登場。
・�神奈川県産の柑橘、湘南ゴールドを贅沢に使用し、濃厚な味わいと豊かな香
りが楽しめる。
・�湘南ゴールドの栽培の様子を紹介し、果物狩りの気分を味わえるプロモー
ション動画も制作した。
・�発売日：2022年2月22日（火）
・�店頭想定価格：１20円前後（税込み）

提供：カゴメ株式会社

事前にマッチングした実需者と商談を進める
全農かながわ職員

プロモーション動画

（前列左から）�中央会・由良竜一部長、さがみ・山田秀之氏、湘南・小山
夕深氏、かながわ西湘・神野貴史氏、根本芳明県本部長

（後列左から）�はだの・毛利ゆみ子氏、よこすか葉山・藤田遼一氏、横浜・
味岡拓弥氏、セレサ川崎・榎原俊治氏、あつぎ・波隼人
氏、真壁勇男農産部長


